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数学を学ぶ楽しさを味わう指導の工夫
－ －問題解決を促す探求的な活動を取り入れて

長期研修員 蜂須賀 直樹

Ⅰ 主題設定の理由

国際化や情報化の進展など社会の急速な変化

の中、これからの時代を生きる子供たちには、

自ら学び自ら考える力などの「生きる力」の育

成が求められている。このことを受けて、中学

校数学科においても、自ら課題を見つけ、主体

的に解決していく学習活動や作業的・体験的な

活動等と思考活動との関連を図った学習活動を

通して、学ぶことの楽しさや充実感を味わいな

がら「生きる力」を身につけていくことが重要

視されている。

算数・数学に関する国際調査等によれば、日

本の子供の成績は戦後一貫して国際的に上位で

あるが 「数学が好き 「将来それらに関する職、 」

業に就きたい」という者の割合が少なく 「数、

」「 」学を好きまたは大好き 数学の学習は楽しい

「数学は生活の中で大切である」という者の割

合が減少してきているという状況である。これ

らの原因の一つとして、知識や技能の定着を図

る指導に重点が置かれ、生徒にとって受け身的

な授業が多くなっていたことが考えられる。

実際にアンケート調査を実施したところ「数

」 、学が好き という生徒は少ないのが現状であり

好きでない理由としては 「難しい 「面倒くさ、 」

い 「つまらない」などがあげられた。授業場」

面を振り返ってみても、難しいと感じるとすぐ

にあきらめてしまったり、面倒なことはやりた

がらなかったり、粘り強く考えようとする生徒

が少なくなってきている。一方 「数学の学習、

が楽しい」と一度でも感じたことのある生徒は

多数いる。それは 「学習内容がよく分かった、

とき 「問題がすらすら解けたとき 「自分でい」 」

ろいろ考えて難しい問題が解けたとき」など学

習事項が理解できたり、それらを活用して問題

を解決できたりして成就感や満足感を得ている

場面である。また 「簡単な問題を解いている、

」 「 」とき など答えを容易に出せることが 楽しい

と感じている生徒も多いことが分かった 「数。

学の学習が楽しい」と感じる場面を多く持つこ

とによって「数学が好き」という生徒が増える

ことにもつながると考える。

数学を学ぶ楽しさは、生徒が自らの知識や技

能、生活経験等を生かし 「なんでだろう 「ど、 」

うしてだろう」と試行錯誤を繰り返し工夫して

問題を解決していくことから生まれてくるもの

であり、発見する楽しさ、考える楽しさ、活用

する楽しさ等があると考える。そして、生徒の

興味・関心を生かしたり、操作や作業を取り入

れたりして、生徒が問題の解決方法をじっくり

探求できるような場面を設定し、考える過程を

重視した学習を通して、数学を学ぶ楽しさを味

わうことができるようにしていくことが必要で

あると考える。

そこで、数学を学ぶ楽しさを味わうために、

学習過程に次のような問題解決を促す探求的な

活動を取り入れることを考えた。問題解決を促

す探求的な活動は、操作や作業を通して自らの

学習課題や課題解決の見通しを探る活動、自ら

の気付きや発想をもとに、その数学的な根拠や

多様な考え方を探る活動、自らの学習を振り返

り、学習事項の活用を探る活動である。これら

の活動を取り入れることにより、つかむ過程で

は課題を自らのものと把握し、学習への意欲を

持つことができる。追求する過程では、試行錯

誤しながら新たな性質や解決方法を見つけた

り、多様な考え方を見いだしたりして問題を解

決し成就感や満足感を得ることから発見する楽

しさや考える楽しさを味わうことができる。さ

らに、まとめる過程では、学習を振り返り、学

習したことを新たな問題の解決に活用しその有

用性や必要性を感じることから活用する楽しさ

を味わうことができる。このような学習を通し

て数学を学ぶ楽しさを味わうことができるもの

と考える。

以上のことから本主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

数学の学習において、問題解決を促す探求的

な活動を取り入れていけば、生徒は数学を学ぶ

楽しさを味わえることを実践を通して明らかに

する。

Ⅲ 研究の見通し

次のような見通しで、問題解決を促す探求的

な活動を取り入れれば、数学を学ぶ楽しさを味

わうことができるであろう。

１ つかむ過程で、操作や作業を通して自らの

学習課題や課題解決の見通しを探る活動を取

り入れれば、課題を自らのものと把握し、学

習への意欲を持つことができるであろう。

２ 追求する過程で、自らの気付きや発想をも

とに、その数学的な根拠や多様な考え方を探

る活動を取り入れれば、試行錯誤しながら工

夫して問題を解決し、発見する楽しさや考え

る楽しさを味わうことができるであろう。

３ まとめる過程で、自らの学習を振り返り、

学習事項の活用を探る活動を取り入れれば、

学習が深まり、学習したことの有用性を見い

だし、活用する楽しさを味わうことができる

であろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 数学を学ぶ楽しさを味わうことについて

本研究では、数学を学ぶ楽しさを、発見する

楽しさ、考える楽しさ、活用する楽しさととら

える。そして、これらは、自らの疑問や課題を

気付きや発想をもとに試行錯誤しながら解決し

ていく過程で成就感や満足感などとともに得ら

れるものと考える。

発見する楽しさは、新たなきまりや性質が成

り立つ根拠を見つける楽しさ、問題の解決方法

を見つける楽しさである。そして、発見する楽

しさを味わうとは、自らの気付きや発想をもと

「 」「 」に どうしてだろう 本当にそうなるのかな

と探求し、事象の中に潜む数学的なきまりや性

質の成り立つ根拠を見いだしたり、問題の解決

方法を見いだしたりして満足感や充実感を得る

こと。また、友達の考え方などから「あっそう

か 「なるほど」と納得したり、新たな解決方」

法を見つけたりして「こんな考え方もできるん

だ」と感動したりすることととらえる。

考える楽しさは、試行錯誤しながら問題を解

決する楽しさ、いろいろな解決方法で考える楽

しさである。そして、考える楽しさを味わうと

は「何でかな 「こうかな 「こうしたらどうか」 」

な」と試行錯誤しながら数学的に考察し「分か

った 「できた」と成就感を得たり、自らの考」

え方や友達の考え方をもとに「この考え方でい

」「 」 、いのかな もっとよい考え方はないかな と

多様な考え方やよりよい考え方を見いだしたり

して満足感や充実感を得たりすることととらえ

る。

活用する楽しさは、学習事項を使って問題を

解決する楽しさ、日常事象にかかわる問題に活

用する楽しさである。そして、活用する楽しさ

を味わうとは、自らの学習を振り返り「何が分

かって、何ができるようになったか」を考え学

習事項を整理したうえで、それらを活用し新た

な問題を解決したり、日常事象にかかわる問題

に活用したりして、学習したことが「こんなに

」「 」役に立つんだ こんなことに利用できるんだ

とその有用性や必要性を感じることととらえ

る。

これらを、学習の中で継続的に感じていくこ

とが数学を学ぶ楽しさを味わう姿であるととら

える。

(2) 問題解決を促す探求的な活動について

問題解決を促すとは、自ら問題を解決してい

こうとする意欲を喚起したり、操作や作業、学

び合い、振り返り等の活動で得た事柄が解決の

手掛かりとなったりして、自力での問題解決を

。 、活発化することととらえる 探求的な活動とは

性質、解決方法、考え方などを見つけたり創り

出したりしていく思考活動であるととらえる。

問題解決を促す探求的な活動は、生徒の学習意

欲を喚起し、気付きや発見を生み、思考をより

深め、問題解決への学習活動をより活発化させ
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るものである。

本研究では、数学を学ぶ楽しさを味わうため

に、学習過程に次のような問題解決を促す探求

的な活動を取り入れる。

ア 操作や作業を通して自らの学習課題や課題

解決の見通しを探る活動

この活動は、問題提示を工夫し操作や作業を

通して自らの学習課題や課題解決の見通しを探

ることにより、問題解決を促す活動である。つ

かむ過程で、不思議さや疑問が感じられたり、

多様な発想ができたりするような問題、生徒の

気付きや考えから解決の見通しのもてるような

問題を工夫し提示する。そして、生徒が「おや

っ不思議だな 「何だろう」と興味・関心を示」

し 「どうしてなんだろう 「こうなるのでは」、 」

と操作や作業を通して予想したり考えたりする

ことにより、課題を自らのものとしてとらえ解

決の見通しを持ち、解決してみようという意欲

を持つことができる。その意欲こそが数学を学

ぶ楽しさへの原動力になると考える。

イ 自らの気付きや発想をもとに、その数学的

な根拠や多様な考え方を探る活動

この活動は、試行錯誤しながら事象の中から

見つけた事柄の数学的な根拠や多様な考え方を

探ることにより問題解決を促す活動である。追

求する過程で、事象の中に潜む数学的なきまり

や関係について「どうしてだろう 「本当にそ」

うなるのかな 「いつでも成り立つのかな」と」

自らの気付きや発想をもとに試行錯誤しながら

その数学的な根拠を探っていく。そして、問題

解決の手掛かりを示したヒントカードや既習の

重要事項をまとめた学習カード等を活用して考

えたり、操作や作業をもとに考えたりして新た

な性質や解決方法を見いだすことができる。ま

た、自らの考え方や友達の考え方をもとに小集

団や少人数で学び合い「この考え方でいいのか

な 「いろいろな考え方があるんだな 「もっと」 」

よい考え方はないかな」と自らの考え方を確認

したり、多様な考え方を探ったりすることによ

り、新たな考え方を見つけたり今までの考え方

の方がよいことに気付いたりでき、発見する楽

しさや考える楽しさを味わうことができる。

ウ 自らの学習を振り返り、学習事項の活用を

探る活動

この活動は、自らの学習を振り返り、学習事

項を確認し、活用することにより、問題解決を

促す活動である。まとめる過程で、学習事項の

振り返りと整理ができるようなワークシート等

を工夫し学習を振り返ることにより「何が分か

って、何ができるようになったか」自らの学習

が確認できるとともに、学習を深めることがで

きる。そして、自分で問題を選択できるように

したり、複数の教師による指導を取り入れたり

しながら、学習事項を新たな問題の解決に活用

していくことで、問題解決の活動がより活発化

し、学習したことが役立つことを実感でき、活

用する楽しさを味わうことができる。

以上のような活動を取り入れることにより数

学を学ぶ楽しさを味わうことができると考え

る。

２ 研究の方法

以下の方法で授業実践をし、研究の検証を行

うものとする。

図１ 研究構想図
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(1) 授業実践計画
対 象 桐生市立東中学校 ２年１組30名

(コース別学習時「わくわくコース」17名)

題材名 角と平行線

期 間 平成14年10月上旬～10月下旬 ８時間予定

授業者 長期研修員 蜂須賀 直樹

(2) 抽出生徒
図形の学習に苦手意識があるので、試行錯誤し

Ａ 子 て考えたり、他の解決方法を考えてみたりしよう
とする意欲を引き出したい。

図形の学習は好きな方で、じっくり考えること
Ｂ 男 はできる。さらに進んで新たな問題を解いたり積

極的に発言したりしようとする意欲を引き出したい。

(3) 検証計画

検 証 の 観 点 検証の方法
検証
項目

つかむ過程において、作業や実測を
見

、
通

通して 条件に当てはまる図形を考え、
そこに潜むきまりや関係を見つける活 学習活動の観察

し
動は、自らの学習課題を把握し、学習 記録（ＶＴＲ）

１
への意欲を持つのに有効であったか。 学習プリント
追求する過程において、自らの気付 学習カード

きや発想をもとに、友達と学び合いな （図形の性質をま
がら図形の性質が成り立つ根拠やいろ とめる）

見

いろな説明の仕方を考える活動は、試 グループ学習記
通

行錯誤しながら問題を解決することが 録表
し

でき、発見する楽しさや考える楽しさ 自己評価カード
２

を味わうのに有効であったか。 (毎時間の学習の
まとめる過程において、自らの学習 振り返り、授業

見 を振り返り、図形の性質を整理し、そ 感想)
通 れらを活用して新たな問題を解決する 事後アンケート
し 活動は、学習したことの有用性を見い
３ だすことができ、活用する楽しさを味

わうのに有効であったか。

Ⅴ 研究の展開

１ 題材名 「角と平行線」

２ 題材の考察

生徒は、小学校において、身のまわりにある

いろいろなものの形について観察したり構成な

どに着目したりして学習している。基本的な図

をかいたり、作ったり、それらを用いて図形の

性質を調べたり、実験や実測、操作を通して直

観的な扱いを中心に図形の学習を進めてきた。

そして、中学校１年では、点や直線、円などの

概念や数学的な用語や記号の使い方などの平面

図形の基礎と、線分の垂直二等分線、角の二等

分線などの基本的な作図について学習してい

る。

こうした学習を受けて本題材では、２年の図

形の学習の初めとして、演繹的な推論の根拠と

なる基本的な図形の性質の考察を通して、筋道

を立てて論理的に推論することの意義や方法を

、 。 、理解し 論証の基礎を養っていく そのために

まず「対頂角の性質」や「平行線の性質」につ

いて学び、これらの性質をもとに「三角形の内

角・外角の性質」や「多角形の内角・外角の性

質」を論理的に考察していく。さらには、矢じ

りの形の角の関係や星形の五つの角の和の関係

などについて考察し、基本的な図形の性質を基

にした推論の進め方を理解していく。そして、

これらの学習が今後の「図形の合同」や「作図

と証明のしくみ」の学習の基礎・基本となり、

「 」「 」ひいては 三角形の性質 平行四辺形の性質

「円の性質」等の学習へとつながっていく。

生徒は、図形の学習に関して「好きな方」と

考えている生徒が35％ 「嫌いな方」と考えて、

いる生徒が65％である 「好きな方」と考えて。

いる生徒の理由は 「分かると面白い 「図をか、 」

」「 」くことが楽しい いろいろ考えることが好き

などであり、問題を「何でだろう 「どうして」

だろう」と考えたり、問題解決した後「違う方

法で解けないかな 「もっとよい方法はないか」

な」と多様な考え方をしていこうとする生徒も

少なくない。また 「嫌いな方」と考えている、

生徒の理由は「考えてもよく分からない 「考」

えることが好きでない」などであり、念頭操作

がうまくできず、自分なりの考えがもてなかっ

たり、学習課題がもてず主体的に学習に取り組

めなかったりする生徒である。また、学習意欲

はあるが、問題解決の糸口がつかめず、思考が

進まない生徒もいる。

本題材では、生徒が図形の学習に興味・関心

を示し、学ぶ楽しさを味わいながら学習してい

けるように、問題解決を促す探求的な活動を取

り入れ学習過程を工夫する。導入問題は、生徒

が興味・関心を持ち、多様な発想ができ、生徒

の気付きや考えから解決の見通しが持てるよう

な問題を用意する。探求的な活動には操作や作

業、友達との学び合い等を取り入れ、念頭操作

の手助けや問題解決の手がかりとなるように

し、学習活動の活発化につなげていく。また、

生徒の実態等を考慮し少人数によるコース別学

習やコース別問題を取り入れたり、ティーム・

ティーチングを取り入れたりするなど学習形態

を工夫し個に応じたきめ細かな指導を行う。コ

ース別学習については、追求する過程の自分た

ちの見つけた図形の性質の考察場面で取り入れ
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る。図形の性質の基本的な内容を身に付けるこ

とができる「じっくりコース」と新たな考え方

を発見したり、多様な考え方を身に付けたりす

ることができる「わくわくコース」を設置し、

生徒の希望でコース分けをする。コース別問題

は、まとめる過程の学習したことの活用場面で

取り入れる 基礎的・基本的な問題を扱った じ。 「

っくりコース問題 、日常事象にかかわる応用」

的な問題を扱った「わくわくコース問題 、発」

展的な問題を扱った「チャレンジコース問題」

の３種類を用意し、生徒の希望で問題を選択で

きるようにする。このような学習を通して図形

の論証の基礎を養い学習事項の定着を図ること

ができるとともに、数学を学ぶ楽しさを味わう

ことができると考える。

３ 目標・評価規準

(1) 目標

図形に含まれる角の性質を見いだし、操作・

実測などの帰納的な方法で確かめるとともに、

これらの性質が平行線の性質や三角形の角の性

質などをもとにして演繹的に説明できることを

理解する。

(2) 単元の評価規準

の知数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量、図形などについて
識・理解

観察 操作や実測を通して 図形の性質について、数学 図形の性質の考察において 図形の性質とそれらを調べ、 、 、
平面図形の基本的な性質を見 的な推論の方法を用いて論理 推論の筋道を言葉で表現した るときの筋道を立てた説明の
いだしたり確かめたりするな 的に考察することができる。 り、数学的な用語、記号を用 意義と方法を理解している。
ど、数学的活動の楽しさや数 いて簡潔に表現したりするこ
理的に考察することのよさに とができる。
気付き、それらを意欲的に問

。題の解決に活用しようとする

(3) 学習活動における具体の評価規準
数量､図形などについての知識・理解ア 数学への関心･意欲･態度 イ 数学的な見方や考え方 ウ 数学的な表現・処理 エ

①観察、操作や実測を通して見 ①観察、操作や実測を通して図つ
いだした図形の性質がなぜ成 形の性質を帰納的な推論や類か
り立つのか考えようとする。 推を用いて予想できる。む

②対頂角は等しいなど当たり前 ②平行線の性質などについてそ ①対頂角の性質や平行線の性 ①対頂角、同位角、錯角の意
と思われることを筋道を立て の一般性を説明するときに演 質を用いて角の大きさを求 味や平行線の性質を理解し
て考え説明することのよさに 繹的な推論を用いることがで めることができる。 ている。追
気付く｡ きる。

求
③多角形の内角の和やその他の ③多角形の内角の和やその他の ②平行線の性質を使い三角形 ②多角形の内角と外角の意味

す 図形の角の性質に関心をもち 図形の角の性質を数学的な推 の内角の和が180°であるこ や多角形の角の性質を理解、
三角形の内角の性質などを使 論の方法を用いて論理的に考 とを説明できる。 している。

る って考察しようとする。 察することができる。 ③多角形や他の図形の角の性
質が成り立つ理由を説明す
ることができる。

④基本的な図形の性質を使って ④角についての性質を関連付け ④基本的な図形の性質を使っ ③基本的な図形の性質を理解ま
問題を解決しようとする。 てとらえることができる。 て問題を解くことができる している。と 。

め
る

〈 〉４ 指導と評価の計画 全８時間（ ） 本研究と関連する時間を抜粋

学習内容・学習活動 評価方法等過 時 具体の
程 間 評価規準

１ イ－① ・いろいろな図形をかいて
平面上の点（３点、４点、５点）を結び図形をかき、実測した 実際に角度を測り、角の

り類推したりしてそれらの角についての性質を見つけよう。 大きさの関係を見つける
つ ことができているかどう

・一筆書きで３点、４点、５点を結ぶ図形をいろいろかき発表する。 かを学習活動の観察や学
見・図形を観察したり、角を実測したりして角についての関係を見いだ 習プリントの記入内容で
通す｡ 確認する。

か し
１２ ア－① ・自ら見つけた図形の性質

自分で見つけた図形の角の性質は、いつでも成り立つのだろう がいつでも成り立つのか
か？なぜそうなるのだろうか？考えよう。 なぜ成り立つのかと考え

む ようとしているかを授業
・見つけた性質を発表し合い、学習プリントにまとめていく。 中の発言や様子、授業感
・ 測っただけでは正しいといえないのではないか、いつでも成り立 想などから分析する。「
つのか、なぜそうなるのか」と考え、課題意識を持つ。

180°４ ウ－② ・三角形の内角の和が
・ 自分で見つけた図形の性質についてその数学的な根拠を考え、 になることを、平行線の
５ その理由を説明しよう （三角形、多角形、矢じりの形、星形、そ 性質を使って説明するこ。

の他） とができるかを学習活動
の観察や学習プリントの

・第１時に自分で見つけた角の大きさの関係について、その数学的な 記入内容から確認する。
根拠を考える。 ア－③ ・図形の性質に関心を持ち

追 ・三角形の内角の和が180°になることを演繹的に説明する方法を考 既習の図形の性質を使っ
える。 て考察しようとしている
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・学習カードにまとめる （③三角形の内角の和、④三角形の内角と かを学習活動の観察や学。
外角） 習プリント、グループ学

・個人で追求する場面では、自分で見つけた性質が成り立つ理由を学 習記録表の内容、授業感
求 習カードやヒントカードを使って考える。 想などから分析する。

ウ－③ ・自分で見つけた図形の性 見
・３～４人のグループを作り、その見つけた角の性質が成り立つ理由 質が成り立つ理由を自分 通
を説明し学び合う。 なりに表現して説明でき し

・グループごとに説明した角の性質から一つ選び、その性質が成り立 るかを学習活動の観察や ２
す つ理由を全体に発表する。 学習プリントの記入内容

から確認する。

６ ・基本的な性質については、随時学習カードにまとめていく （⑤多 エ－② ・多角形の角の性質を理解。
角形の内角の和、⑥多角形の外角の和） しているかを学習活動の

る 観察や学習カードの記入
図形の性質のいろいろな説明の仕方を考えよう。 内容から確認する。

イ－③ ・多角形の内角の和の性質
・全体で発表された図形の性質について、各自で一つ選び他の説明の やその他の図形の性質が
仕方を考える。 成り立つ理由を筋道を立

・同じ性質を選んだ生徒同士でグループを作り、多様な考え方を学び てて考察できるかを学習
合う。 活動の観察や学習プリン

トの記入内容から確認す
る。

７ イ－④ ・図形の性質の関連を見つ
学習した図形の角の性質の関連性を調べよう。 けることができるかを学

習活動の観察や学習プリ
・図形の基本的な性質を学習カードや学習プリントをもとに確認する ントの記入内容から確認。
・それぞれの図形の性質は、どの性質をよりどころとして説明したの する。

ま かを振り返り、表にまとめその関連をつかむ。 エ－③ ・図形の基本的な性質を理
・練習問題に取り組み、角の性質の活用の仕方を考える。 解しているかを学習活動

の観察や問題プリントの
結果から確認する。

見と
通８ ア－④ ・既習事項を活用して問題
し学習した図形の角の性質を活用して、新たな問題を解 こう。 を解こうとしているかを
３学習活動の観察から見取

め ・３種類の問題から自分に合った問題を選択し取り組む。 る。
◇じっくりコース問題 ウ－④ ・既習事項を活用して問題
・基礎的・基本的事項を中心に、既習の性質を使って角度を求めたり を解くことができるかを
するような問題を中心に扱う。 学習活動の観察や問題プ

る ◇わくわくコース問題 リントの結果から確認す
・基本的な問題から、考え方を問うようなやや応用的な内容の問題ま る。
でを扱う。

◇チャレンジコース問題
・やや難しい問題と、星形五角形を発展させた星形六角形、星形七角
形などの角について考察する問題を扱う。

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 作業や実測を通して、条件に当てはまる図

形を考え、そこに潜むきまりや関係を見つけ

る活動は、自らの学習課題を把握し、学習へ

の意欲を持つのに有効であったか

問題「平面上の点を一筆書きの線分で結んで

いろいろな図形をかいてみよう」を提示した。

生徒は、３点、４点、５点を結び、条件に合っ

た図形を考え発表した（資料１ 。点を結ぶと）

いう簡単な作

業で多様な図

形がかける活

動であったた

め、考えるこ

とが苦手な生

徒も興味を示

し、夢中になって取り組んだ。普段あまり発言

しない生徒も、自分が見つけた図形を積極的に

発表した。その後、問題「角の大きさについて

どんな関係があるか見つけよう」を提示した。

資料１ 生徒が考えた図形

生徒は、補助線を引いて考えたり、いろいろな

場所の角度を測ってその和を求めたり、いくつ

も図をかいて調べたりして角の大きさについて

の性質を見つけた（資料２ 。）

Ａ子は三角

形の各辺を延

長し、内角と

外角の大きさ

を全部測り

「内角の和は

180° 「外角」

」の和は360°

を見つけた。

他に四角形の

内角の和、星形の先端の角の和などについて調

べ性質を見つけた。見つけた性質を発表し合っ

た後、たくさんの性質が発表されたことに驚き

「いろいろな性質があるんだな。他にもまだあ

るのかな」と関心を示した。そして、授業感想

には「図形の学習は難しくて苦手だけど、何か

面白そうな気がする。いろいろな性質を見つけ

資料２ 生徒が見つけた角の性質
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」と書いた。次の学習への期待が持てたもたい

のと考える。

Ｂ男は、三角形の内角の和を調べた後、チョ

ウチョの形の角を全部測り 学習プリントに 全、 「

部足して360°」と書いた 「三角形が二つだか。

らあたりまえだよな」とつぶやいたが、二つの

三角形を見比べているうちに中心の向かい合っ

た角（対頂角）が等しいことに気付き、それ以

外の四つの角に着目した。初めは四つの角度を

全部足してみたが、もう一つ図をかき調べてみ

ると同じにならないことが分かり少し考えてい

た。そのうち 「あっそうか、向かい合う角が、

同じだから、他の二つを足した角度は同じだ」

と、自分でかいた二つの図形でそうなることを

確かめた。実測や自らの考えをもとに新たな性

質を見つけることができた。発表場面では、進

んで挙手し、自分が見つけたチョウチョの形の

角の性質を発表した。授業感想では「角の性質

を考えるのが楽しかった。もっといろいろ調べ

てみたい」と書いており、学習への意欲が持て

たものと考える。

生徒の中には、何回測っても三角形の内角の

和が180°にならず「180°になるはずなのに、

おかしいな」と悩んでいる生徒や、友達の発表

を聞いて「ほんとうにそうなるのかな 「どう」

してだろう」と疑問を持ち調べたり考えたりす

る生徒の姿も見られた。また、教具（資料３）

を工夫したこ

とで図形の形

や大きさがい

ろいろ変化す

る様子 から

「形が違うの

にどうして角の和などが同じになるのだろう」

「何で、どんな三角形でも角の和が同じになる

のだろう」などの声があがり、生徒が「図形の

性質はいつでも成り立つのだろうか 「なぜそ」

うなるのだろうか」という課題意識を持つこと

に有効であったと考える。授業後の意識調査①

（資料４）においてもほとんどの生徒が「図形

の性質がなぜ成り立つのか考えてみたいと思

う」と答えている。

以上のことから生徒は、学習に興味・関心を

持ち取り組むことができ、図形の性質がいつで

資料３ 図形提示用自作教具

黒板提示したいろいろなチョウチョの形の例

磁石とゴムひもで自由に形や大きさが変えられる

も成り立つの

か、どうして

成り立つのか

考えてみよう

とする学習課

題をつかみ、

今後の学習へ

の意欲を持つ

ことができた

とものと考える。

２ 自らの気付きや発想をもとに、友達と学び

合いながら図形の性質が成り立つ根拠やいろ

いろな説明の仕方を考える活動は、試行錯誤

しながら問題を解決することができ、発見す

る楽しさや考える楽しさを味わうのに有効で

あったか

図形の性質が成り立つ理由を演繹的に考える

学習では、個人で考えた後、グループによる学

び合い活動を取り入れた。個人で考える場面で

は、各自が性質をまとめた学習カードや考え方

の手掛かりを示したヒントカードなどを自由に

活用し、自らの力で考え、自分なりの表現で説

明できるようにした。グループによる学び合い

の活動では、３～４人のグループを作り、友達

に自分の考えを説明することと多様な考え方を

学び合うことを目的とし、グループ学習記録表

（資料５）

に記入しな

がら学習を

進めた。ま

た、じっく

り時間をか

けて考える

こ と が で

き、いろい

ろな意見や

考え方を出

し合うこと

ができるよ

うに２時間

連続の授業

を行った。

その後、発

資料４ 意識調査①

【考えてみたいと思う主な理由】
・形が違っても同じことがいえるのが不思議だから

どうしてか知りたい

・角度を測っただけでは、いつでも正しいといえない

と思うから

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う

(41.4%)
まあまあ思う

(51.7%)

あまり思わない (6.9%)
思わない (0.0%)

「図形の性質がなぜ成り立つのか考えてみたいと思うか」

資料５ グループ学習の記録
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表された図形の性質が成り立つ別の説明を考え

る活動を取り入れ、多様な考え方をグループ内

で発表し合った。

Ａ子はグループ学習で「サカナの形の角の和

は540°」と「矢じりの形の先端の三つの角の

和は、へこんだ部分の角に等しい」について説

明をした。サカナの形の角の性質についてはＡ

子の説明に対して友達が違う考え方を発表し

た。その説明を聞き、星形の全部の角の和を求

めるのもその考え方でできると気付き、違う説

明として発表した（資料６ 。矢じりの形の角）

の性質につい

ては、友達と

いっしょにな

って考えを出

し合いながら

二人で説明を

していた。授

業感想に「グ

ループの中に

詳しく説明し

てくれる人が

いたので、説

明を聞いてな

るほどと思う

ことが多かった。友達と気軽に相談でき、違う

考え方を知ることができてよかった。いつもよ

りたくさん発表できた。楽しかった」と書いて

いる。友達の考え方から新たな考え方を見つけ

たり友達と意見を出し合い試行錯誤しながら問

題を解決していくことに楽しさを感じられたも

のと考える。

Ｂ男は、個人で考える場面では、ヒントカー

ドは使わずに自力で性質の説明を考えていた。

「星形の先端の五つの角の和は180°」の説明

では、三角形に着目して考えていたが考えが進

まずつまずいていた。三角形の角の性質を確認

させ、活用できないかと助言すると、図の中の

三角形を鉛筆でなぞりながら少し考えて「そう

か、分かった」とつぶやき、うれしそうに説明

してみせた。グループ学習では、友達の説明に

対し自分が考えた違う説明を積極的に発表して

いた（資料７ 。普段は、発言等遠慮がちであ）

るが 大変意欲的であった 授業感想では 一、 。 、「

資料６ Ａ子の気付きと
新たな考え方

斉の授業より

グループの方

が意見が言い

やすくてよ

い。いろいろ

な考え方が見

つかって楽し

かった」と書

いている。積

極的に学習に

参加でき、い

ろいろな性質

や考え方を知

るとともに、

自らが友達と違う考え方で説明できたことから

満足感や充実感を得ることができたと考える。

グループ学習では、どのグループも活発に意

「 」 「 」見や考えを出し合い 分かった や なるほど

などの声も多く聞かれた。また、普段あまり発

言しない生徒も自分の考えを積極的に発表する

姿が見られた。授業終了のチャイムと同時に、

「えっ、もう終わり。何か時間がたつのが早か

った 「またやりたい 「おもしろかった」など」 」

の声が上がった。生徒が集中して考え、意欲的

に取り組めた結果と考える 授業感想からも 一。 「

人で考えるのは難しかったが、みんなで説明し

合ったことで、分からないことが分かったり、

自分と違う考え方を知ることができてよかっ

た 「いっぱい考えて頭が疲れたけど分かると」

楽しかった」など「分かった 「楽しかった」」

という成就感

や満足感を得

ている様子が

うかがえた。

また、授業後

の意識調査②

（資料８）か

らも発見する

楽しさや考え

る楽しさを味

わうことができたものと考える。

次時の多様な説明を考える学習では、Ａ子、

Ｂ男ともに星形の先端の五つの角の和について

考えた。Ａ子は、初め星形をじっとながめ自力

資料８ 意識調査②

【楽しかった主な理由】

・図形の性質の成り立つ理由を考えたところ
・他の人のいろいろな考え方が分かったところ

・分からないことが分かったところ

・友達といっしょに考えたり意見を言ったりしたところ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しかった

(85.7%)
まあまあ楽しかった

(14.3%)

「本時の授業を振り返ってどう感じたか」
（第４,５時「わくわくコース」）

※「楽しくなかった」「あまり楽しくなかった」と答えた生徒（０％）

資料７ 友達と違う
Ｂ男の考え方
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で考えていたが、なかなか思いつかず悩んでい

た。その後、ヒントカードを使い平行線の補助

線を２本引き説明を考えた。説明の中で初めは

錯角に気付かず「同位角の対頂角だから」と説

明を書いていたが考えているうちに「あっそう

か、錯角だ」と気づき説明を直していた。考え

を進める過程で、よりよい考え方に気付けたも

のと考える。Ｂ男は、星形の中にできる五角形

、 。に着目して 五角形の性質を使う説明を考えた

その後、同じ図形の性質について考えた生徒同

士でグループを作り、多様な考え方を発表し合

った。五角形を使った説明は他になく、Ｂ男は

得意そうだった。授業感想でＡ子は 「難しか、

った。補助線が引けるとうまく説明が考えられ

る。友達の説明を聞いてなるほどと思った」Ｂ

男は 「いろいろな説明の仕方が分かってよか、

った。ちょっと考え方を変えるだけで、いろい

ろな説明ができることが分かった。図形につい

てとても興味が持てた」と書いている。ヒント

カードや学習カードを手掛かりに考え、試行錯

「 」誤しながら問題の解決方法を見つけ 分かった

「できた」という喜びを感じることができ、友

達の説明から多様な考え方を知るとともに、自

らも多様な考え方ができたことに満足感を得る

ことができたものと考える。

３ 自らの学習を振り返り、図形の性質を整理

し、それを新たな問題の解決に活用する活動

は、学習したことの有用性を見いだすことが

でき、活用する楽しさを味わうのに有効であ

ったか

図形の性質が成り立つ理由を説明するために

どの性質をよりどころとしたかを表にまとめ自

らの学習を振り返り、学習事項の確認と基本性

質の重要性を考えた。そして、実際に問題を解

く上で、どの性質をどのように活用できるかを

考えた。新たな問題に挑戦する学習では、３種

類のコース問題を用意し自分で選択して取り組

めるようにした。また、学習活動の活発化がよ

り一層図れるよう学習形態の工夫を行った。

学習を振り返る場面では、自分でまとめた表

（資料９）を見て、Ａ子は「私の説明は、いろ

いろな性質を使いすぎてややこしかったと思

う。もっとスッキリした説明ができるといいと

思った」と振り返った。Ｂ男は、表の中の丸印

が左の方に集まっていることから「対頂角や平

行線の性質、三角形の性質は特に重要だと分か

った。一つの性質でも、いろいろな図形の性質

の説明に使われているので驚いた」と基本性質

の重要性に気付いたようである。

性質の活用の仕方

を確認する問題で

は、角度を求めるの

にどの図形の性質を

活用したかを記入で

きるようにしたこと

から（資料10 、学）

習事項をより深めることができたと考える。

新たな問題に挑戦する学習では、Ａ子は「わ

くわくコース問題」に取り組んだ。わくわくコ

、「 」ース問題では 校庭に多角形の模様を描こう

を扱った。正多角形や星形正多角形を進む方向

を変えながら地面に描くにはどう進めばよいか

を考える問題に取り組んだ。プリント上で図形

の角度を考えるとともに、身体を左右にひねっ

たりしながら実際の動きをイメージして考えて

いた。描き方が求められた後「今度実際に校庭

で描いてみようか」と友達と話していた。図形

の性質を活用し問題を解き実際に描いてみよう

とする意欲につながったものと考える。

Ｂ男は 「チャレンジコース問題」に取り組、

んだ。チャレンジコース問題では、星形五角形

を発展させ、星形ｎ角形の先端の角の和を求め

資料10 性質の活用の
仕方を確認する問題

資料９ 学習の振り返りのワークシート

（Ａ子）

（Ｂ男）
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る問題「星形の不思議を探ろう」を扱った。難

しい問題では、友達といろいろ考えを出し合い

相談しながら考えていた。その様子は、まさに

「 」「 」「 」なんでだろう どうしてだろう こうかな

「こうしてみたらどうかな」と考えることに熱

中している姿であった。そして、答えが求めら

れたときのうれしそうな表情には「やった、で

きた」という満足感や充実感が現れていた。授

業感想には 「難しかった。こんな難しい問題、

も、みんな今まで学習した性質だけで解けるの

ですごいと思った。もっといろいろな問題に応

用できるようにしたい」と書いている。学習し

た基本性質が新たな問題の解決に活用できる有

用性を感じることができたものと考える。

他の生徒からも「図形の性質がちゃんと使え

てよかった 「いろいろな性質を使って問題を」

解くのが楽しかった」などの感想があった。特

に、本時は複数の教師によるきめ細かな指導を

行ったことにより、普段は最後まで問題が終わ

らない生徒も問題を終わらせることができ「問

」 。題が全部できてよかった と感想を書いている

学習事項を振り返り確認したことで、学習内

容がより定着し、表にまとめたことにより重要

な基本性質が視覚的にもとらえられ、考え方の

多様性にも気付けた。よって、新たな問題の解

決に図形の性質が有効に活用でき、より学習活

動が活発化したものと考える。コース問題を選

択し自分に合った問題に取り組むことによりや

ってみようとする意欲も増した。また、グルー

プによる学び合いやティーム・ティーチングに

よる学習形態を工夫（資料11）したことも、よ

り多くの生徒が学習した図形の性質を活用して

問題を解決し

「分かった」

「できた」と

いう成就感、

満足感を味わ

い、学習事項

の有用性を感

じるのに有効

であったと考

える。

、 （ ）また 授業感想や意識調査③の結果 資料12

から、生徒が本時の学習において学ぶ楽しさを

資料11 教室の座席配置と
教師の動き

感じることが

できたものと

考える。そし

て、単元の学

習を通しての

意識調査④の

（ ）結果 資料13

より、図形の

学習に対する

意識の高まっ

ている生徒が

多く、生徒は

図形の学習に

興味・関心を

示し学ぶ楽し

さを感じるこ

とができたものと考える。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○ 学習過程に問題解決を促す探求的な活動を

、 、取り入れたことで 生徒は学習に意欲を持ち

自ら問題を解決しようと試行錯誤しながら新

たな性質や解決方法を見つけるとともに、多

様な考え方に触れながら問題を解決し発見す

る楽しさや考える楽しさを味わうことができ

た。また、学習を振り返りその活用を図るこ

とで学習内容が定着し、学習事項の有用性を

感じることができるとともに新たな問題解決

への意欲が持て活用する楽しさを味わうこと

ができた。これらの学習を通して生徒は、数

学を学ぶ楽しさを味わうことができたものと

考える。

○ 今後、個々の生徒への指導、支援がより充

実したものとなるように、問題解決を促す探

求的な活動と習熟度別学習や少人数指導、複

数の教師によるティーム・ティーチング等学

習形態の工夫とを有効に組み合わせ研究を深

めていきたいと考える。

＜主な参考文献＞

・根本 博 著 『数学的活動と反省的経験－

数学を学ぶことの楽しさを実現する』 東洋館

出版社(1999)

資料12 意識調査③

【楽しかった主な理由】
・いろいろな性質を使って問題が解けたところ
・学習した性質が活用できたところ
・自分で問題を選んでやったところ
・自分で問題が解けたところ
・難しい問題を考えたところ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しかった

(73.9%)
まあまあ楽しかった

(26.1%)

「本時の授業を振り返ってどう感じたか」（第８時）

※「楽しくなかった」「あまり楽しくなかった」と答えた生徒（０％）

資料13 意識調査④


